
＜熱中症対策について＞
近年、気候変動の影響等もあり熱中症による救急搬送人員数や死亡者数が増加し ており、社会全体で大きな課題になっ

ています。熱中症は、正しい知識を身につけることでその発生や重症化を防ぐことができる病 気です。ひとりひとり

が自分で気をつけるだけでなく、関係者一体となって対策 に取り組むことが重要です。

当日は長時間、高温の環境に身をおく状況が生じるため、熱中症のリスクも高くなります。下記に目を通し、各自で

発症防止の対策を行うと共に、発症時の対応についてもご周知をお願いいたします。

作業時の対策

・屋外での作業はなるべく風通しの良い日陰で行う。

・意識的にこまめな水分補給をする。

・発熱体のある場所は間隔をあけ常に換気を行う。

・長時間の屋外の作業を避け、空調の効いた場所で適宜休憩をとる。

・特に暑熱な作業を行う場合は、送風や冷却を行う保護具を使用する。

・衣類は光反射性、通気性、透湿性の良いものを着用

・前日の飲酒などによる脱水状態、欠食、睡眠不足、体調不良を避ける。

水分を
こまめにとる

こまめに休憩

日陰を利用

日傘・帽子

涼しい服装
暑いときには
無理をしない

もし、あなたのまわりの人が具合が悪くなってしまったら……。
落ち着いて、状況を確かめて対処しましょう。最初の措置が肝心です。

熱中症の応急処置

いいえ

はい

傷病者の発生

チェック1
熱中症を疑う症状がありますか？
（めまい・失神・筋肉痛・筋肉の硬直・大量の発汗
・頭痛・不快感・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感・意
識障害・けいれん・手足の運動障害・高体温）

救急車が到着するまでの間
に応急処置を始めましょう。
意識がないのに無理に水を
飲ませてはいけません

氷のう等があれば、首、脇の
下、太腿のつけ根を集中的に冷
やしましょう

大量に汗をかいている
場合は、塩分の入った
スポーツドリンクや経
口補水液、食塩水がよ
いでしょう

本人が倒れたときの状況を知ってい
る人が付き添って、発症時の状態を伝
えましょう

チェック2 呼びかけに
応えますか？

涼しい場所へ避難し、
服をゆるめ体を冷やす

涼しい場所へ避難し、
服をゆるめ体を冷やす

そのまま安静にして
十分に休息をとり、
回復したら帰宅しましょう

救急車を呼ぶ

水分・塩分を補給する

医療機関へ

チェック3 水分を自力で
摂取できますか？

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

症状がよくなり
ましたか？

チェック4


